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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】異なる基材に対し、インクの良好な接着を確実にするために表面を処理するため
の方法の提供。
【解決手段】表面処理方法であって、架橋剤を含む、プライマー組成物の第１の成分を基
材上に噴射することと、架橋活性化剤を含む、プライマー組成物の第２の成分を基材上に
噴射することと、第１の成分と第２の成分とを混合し、プライマー層を形成することとを
含み、第１の成分と第２の成分の噴射は、少なくとも１つのプリントヘッドからのもので
ある、方法が提供される。
【選択図】なし



(2) JP 2018-149803 A 2018.9.27

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面処理方法であって、
　架橋剤を含む、プライマー組成物の第１の成分を基材上に噴射することと、
　架橋活性化剤を含む、プライマー組成物の第２の成分を前記基材上に噴射することと、
　前記第１の成分と前記第２の成分とを混合し、プライマー層を形成することと
　を含み、
　前記第１の成分と前記第２の成分の噴射は、少なくとも１つのプリントヘッドからのも
のである、方法。
【請求項２】
　前記第１の成分の噴射と、前記第２の成分の噴射によって、前記第１の成分と前記第２
の成分を混合させる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプリントヘッドが、第１のプリントヘッドと第２のプリントヘッ
ドとを備えており、前記第１の成分の噴射が前記第１のプリントヘッドからのものであり
、前記第２の成分の噴射が前記第２のプリントヘッドからのものである、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記基材上に少なくとも１つのインク組成物を噴射する工程をさらに含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのインク組成物の噴射が、前記少なくとも１つのプリントヘッドか
らのものである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのインク組成物が、少なくとも１つの接着促進剤を含む、請求項４
に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの接着促進剤が、熱硬化性接着促進剤を含む、請求項６に記載の方
法。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの接着促進剤が紫外線（ＵＶ）硬化性接着促進剤を含む、請求項６
に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのインク組成物の噴射が、前記プライマー層上にインク層を形成す
る、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　表面処理方法であって、
　インク組成物を基材上に噴射することと、
　接着促進剤を前記基材上に噴射することと、
　前記インク組成物と前記接着促進剤とを混合し、インク層を形成することと
　を含み、
　前記インク組成物の噴射と、前記接着促進剤の噴射は、少なくとも１つのプリントヘッ
ドからのものである、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書に記載の実施形態は、一般的に、例えば、水性インクジェットプリンタへの印
刷に関し、特に、異なる基材に対し、インクの良好な接着を確実にするために表面を処理
するための方法を含む、水性インクのインクジェット印刷のための表面調製に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　様々な基材上に画像を印刷することが望ましい。このような用途では、インクジェット
印刷によって所望の画像を形成することができる。一般に、インクジェット印刷機または
インクジェットプリンタは、基材の記録表面または画像形成表面に液体インクの液滴また
は噴射物を吐出する少なくとも１つのプリントヘッドを備えている。水性インクジェット
プリンタは、顔料または他の着色剤が懸濁しているか、または溶液の状態になった水系イ
ンクまたは溶媒系インクを使用する。一方、ＵＶインクに基づく「オブジェクトプリンタ
」は、３次元（３Ｄ）物体を含むあらゆる物体に印刷するように特別に設計されたインク
ジェットプリンタである。これらの物体は、その幾何学的形状から形成される材料まで、
形態が大きく異なる可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　水性インクおよび／またはＵＶインクが、プリントヘッドによって受像表面上に吐出さ
れると、水または溶媒が蒸発して、受像表面上のインク画像を安定化させる。媒体にぶつ
かるインク液滴の広がりは、媒体の表面特性および多孔度の関数である。例えば、ある場
合に、水性インクが媒体上に直接吐出される場合、水性インクは、媒体（多孔質な場合が
ある）に染み込み、媒体の物理特性を変えてしまう傾向がある。滑らかで耐久性のある画
像を作成するためには、物体の表面はインク受容性でなければならず、インクは印刷表面
に十分に付着していなければならず、そうでなければ、印刷品質には一貫性がないだろう
。この問題に対処するには、インクの特性を変更するか、インクが印刷される媒体の特性
を変更するか、どちらかを行わなければならない。例えば、インクに界面活性剤を添加す
ると、インクの表面張力が低下するが、そのような解決策は、インクの広がりが制御不能
になることを含め、さらなる問題をもたらす。このことにより、１列分の画素ラインの縁
部分が望ましくない波打ちを生じる可能性がある。さらに、水性プリントヘッドは、良好
な噴射性能のために満たされなければならない特定の最小表面張力要件（すなわち、２０
ｍＮ／ｍより大きい）を有する。あるいは、インクのより良好な濡れおよび接着を提供す
るために、物体表面の前処理がしばしば必要とされる。あるいは、媒体表面上に硬化性イ
ンクを吐出し、次いでこの硬化性インクを例えばＵＶ硬化性インクのための紫外線（ＵＶ
）照射によって硬化させることにより、または熱硬化性インクのための熱によって硬化さ
せることにより、媒体上に保護ベース層を形成することができる。次いで、その後に印刷
されるインク液滴は、媒体の特性（例えば、水性インク中の水または溶媒との媒体接触に
応答して起こり、インク滴の広がりに影響を与えるもの）に起因する画質の変化を回避す
るような様式でベース層上に印刷されてもよい。
【０００４】
　このように、硬化したインクによって形成されるベースは、典型的には、画像「ベース
層」または「下層」と呼ばれ、白色インク、透明インクまたは様々な色のインクの１つ以
上の層を含んでいてもよい。これらの下層の使用は、プラスチックに印刷する場合、特に
透明または半透明のプラスチックに印刷する場合に、特に重要になる場合がある。インク
と媒体の相互作用を避けるために、所望の最終画像色および全体的な製品外観を達成する
ためにはベースが必要であるが、ＵＶインクベースまたは下層への印刷で生じる１つの問
題は、その後にカラー印刷される画像がＵＶインクベースまたは下層を十分に濡らすこと
ができないことである。このような下層は、他の問題の影響を受けやすい場合もある。例
えば、下層が硬化不足の場合には、（例えば、媒体を移送するためにプリンタで使用され
るローラー）と接触する他の表面に裏移りしてしまうことがある。また、硬化不足の状態
では、その後に印刷されるカラーインク滴は、軟らかい硬化不足の下層によって包まれ、
封入され、またはそうならずとも変形する可能性もある。同様に、ベースインク下層の過
度な硬化は、その後に印刷される画像着色層の濡れが不十分であるなど、許容できない結
果を引き起こす可能性もある。
【０００５】
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　さらに、硬化パラメータの最適化によってこれらの問題に対処することができるものの
、他の問題が生じる場合がある。例えば、形成される画像によっては、ベース層の最適な
硬化のための硬化パラメータは、画像毎に異なる場合があり、印刷される異なる媒体また
はその上に堆積する画像形成インクに依存して変化する場合があり、または単純にそうは
ならないが、下層がプリンタの表面に接触するときに上述のような裏移りを起こす危険性
がある。したがって、ベース下層を形成するＵＶインクを硬化させるための硬化パラメー
タを最適化することは、実現可能とは言えない場合がある。
【０００６】
　他の低コストの従来の前処理方法には、バフ処理、ＩＰＡ拭き取り、溶剤拭き取りおよ
び乾燥を含む手作業によるものが含まれる。より高価で時には自動化された処理オプショ
ンには、プラズマ、コロナ、ブローアークおよび火炎処理が含まれる。しかし、そのよう
な方法は、オブジェクト印刷に最適ではない。したがって、従来の方法の非効率性および
費用を克服する、表面特性を制御するための手法が必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一実施形態において、表面処理方法であって、架橋剤を含む、プライマー組成物の第１
の成分を基材上に噴射することと、架橋活性化剤を含む、プライマー組成物の第２の成分
を前記基材上に噴射することと、前記第１の成分と前記第２の成分とを混合し、プライマ
ー層を形成することとを含み、前記第１の成分と前記第２の成分の噴射は、少なくとも１
つのプリントヘッドからのものである、方法が存在する。
【０００８】
　一実施形態において、表面処理方法であって、インク組成物を基材上に噴射することと
、接着促進剤を前記基材上に噴射することと、前記インク組成物と前記接着促進剤とを混
合し、インク層を形成することとを含み、前記インク組成物の噴射と、前記接着促進剤の
噴射は、少なくとも１つのプリントヘッドからのものである、方法が存在する。
【０００９】
　利点としては、以下のうちの１つ以上を挙げることができる。表面処理方法の自動化、
インクの指向性および制御可能な所定のパターン形成、改善されたプライマーおよびプラ
イマー組成物成分、１つ以上のプリントヘッドによる１つ以上のプライマーおよび／また
はインクの移送、基材表面上のインクの改善された接着性、プライマーとインクの無駄の
削減。
【００１０】
　これらの実施形態のさらなる利点は、一部は以下の説明に記載され、一部は以下の説明
から理解されるか、または実施形態の実施によって学習されるだろう。これらの利点は、
添付の特許請求の範囲において特に指摘されている要素および組み合わせによって実現さ
れ、達成されるであろう。
【００１１】
　前述の一般的な説明および以下の詳細な説明は、例示的で説明的なものに過ぎず、特許
請求される実施形態を限定するものではないことを理解されたい。
【００１２】
　本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を構成する添付の図面は、本記載と合わせ、本
教示のいくつかの実施形態を説明し、本教示の原理を説明するのに役立つ。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】図１Ａは、基材表面にプライマー層および／またはインク層が形成される実施
形態の方法に基づく、基材表面の表面処理の図であり、挿入図は、基材上の表面処理の拡
大図を示す。
【図１Ｂ】図１Ｂは、基材表面にプライマー層および／またはインク層が形成される実施
形態の方法に基づく、基材表面の表面処理の図であり、挿入図は、基材上の表面処理の拡
大図を示す。
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本教示の実施形態について詳細に参照し、その例を添付の図面に示す。可能な場合はい
つでも、同じ部品または同様の部品を指すために、図面全体で同じ参照番号が使用される
。
【００１５】
　本実施形態の広い範囲を記載する数値範囲およびパラメータは概算値であるが、具体例
に記載する数値は、可能な限り正確に報告している。しかし、いかなる数値も、それぞれ
の試験測定でみられる標準偏差から必然的に生じる特定の誤差を固有に含む。さらに、本
明細書に開示する全ての範囲は、その範囲に包含される任意の部分範囲およびあらゆる部
分範囲を包含することが理解されるべきである。例えば、「１０未満」という範囲は、最
小値が０であり、最大値が１０である（境界値を含む）任意の部分範囲およびあらゆる部
分範囲、すなわち、最小値が０以上であり、最大値が１０以下である任意の部分範囲およ
びあらゆる部分範囲（例えば、１～５）を含んでいてもよい。特定の場合には、パラメー
タとして述べられるような数値は、負の値であってもよい。この場合、「１０未満」であ
ると述べられる範囲の値の例は、負の値、例えば、－１、－２、－３、－１０、－２０、
－３０などを想定することができる。
【００１６】
　以下の実施形態は、図面を参照しつつ、説明のためにのみ記載される。当業者であれば
、以下の説明は本質的に例示的なものであり、本実施形態の範囲から逸脱することなく、
本明細書に記載のパラメータに対する様々な変更が可能であることを理解するであろう。
明細書および実施例は、例としてのみ考慮されることが意図される。いくつかの実施形態
を１つ以上の他の実施形態と組み合わせて新しい実施形態を作り出すことができるので、
様々な実施形態は必ずしも相互に排他的ではない。
【００１７】
　本明細書で使用される場合、特に断らない限り、「プリンタ」という用語は、デジタル
複写機、製本機、ファクシミリ機、多機能機、静電写真装置、インクジェットプリンタな
どの任意の目的のための印刷出力機能を発揮する任意の装置を包含する。
【００１８】
　図面に示された構造は、簡略化のために図示されていない追加の特徴を含んでいてもよ
く、図示されている構造は除去または修正されてもよいことが理解されよう。
【００１９】
　図１Ａおよび図１Ｂは、基材１１０へのインク層１２０の改善された接着を提供する表
面処理を含む基材を示す。本明細書に記載するように、インク組成物の接着性を改善する
方法がある。このような方法は、接着促進剤１２４をインク組成物と組み合わせること、
インク組成物および接着促進剤を含むインク層１２０を形成すること、および／または基
材表面上にプライマー層（図示せず）を形成すること、その上にインク層を形成すること
を含んでいてもよい。
【００２０】
　一実施形態において、基材（例えば、図１Ａの基材１１０）に適用することができる表
面処理方法がある。この方法は、基材１１０の上にプライマー組成物の第１の成分を噴射
することを含んでいてもよく、第１の成分は架橋剤を含む。この方法は、基材１１０の上
にプライマー組成物の第２の成分を噴射することを含んでいてもよく、第２の成分は架橋
活性化剤を含む。この方法は、第１の成分と第２の成分とを混合してプライマー層１２１
を形成することを含んでいてもよい。次いで、プライマー層の上にインク組成物を形成す
ることができる。インク層が硬化および／または乾燥され、インク層１２０を形成するこ
とができる。硬化されると、プライマー層は、プライマー官能基１２３を含み、プライマ
ー官能基１２３は、二官能性であってもよく、基材１１０とインク層１２０との間の結合
を可能にする。
【００２１】
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　一実施形態において、基材（例えば、図１Ｂの基材１１０）に適用することができる表
面処理方法がある。この方法は、インク組成物を基材上に噴射することと；接着促進剤１
２４を前記基材上に噴射することと；前記インク組成物と前記接着促進剤とを混合し、イ
ンク層１２０を形成することとを含んでいてもよく、前記インク組成物の噴射と、前記接
着促進剤の噴射は、少なくとも１つのプリントヘッドからのものである。一実施形態にお
いて、インク組成物の噴射と、接着促進剤の噴射によって、インク組成物と接着促進剤と
を混合させる。例えば、接着促進剤は、基材表面上に噴射され、その後、接着促進剤の上
および周囲にインク組成物を噴射することができる。あるいは、接着促進剤をインク組成
物のマトリックス中に噴射してもよい。別の実施形態において、接着促進剤は、インク組
成物中に保持された接着促進剤が基材１１０上に噴射されるように、インク組成物の成分
であってもよい。
【００２２】
　プライマー成分および／またはインク組成物を噴射するために使用されるプリントヘッ
ドは、複数のプライマー成分および／または組成物、例えばプリントヘッドあたり約４つ
までの異なるプライマー成分を含むことができる。したがって、一実施形態において、プ
ライマーの第１の成分およびプライマーの第２の成分の噴射は、少なくとも１つのプリン
トヘッドからのものである。例えば、少なくとも１つのプリントヘッドは、第１のプリン
トヘッドおよび第２のプリントヘッドを備え、プライマーの第１の成分の噴射は第１のプ
リントヘッドからのものであり、プライマーの第２の成分の噴射は第２のプリントヘッド
からのものである。一実施形態において、第１の成分の噴射と第２の成分の噴射により、
第１の成分と第２の成分を混合させる。
【００２３】
　実施形態の表面処理方法では、少なくとも１つのインク組成物を基材上に噴射すること
ができる。例えば、少なくとも１つのインク組成物は、プライマー組成物の第１の成分を
噴射し、プライマー組成物の第２の成分を基材上に噴射することによって形成されたプラ
イマー層の上に噴出させることができる。あるいは、少なくとも１つのインク組成物を基
材表面上に直接的に付着させることができる。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、複数のプライマー組成物および／またはインク組成物が
、少なくとも１つのプリントヘッドと共に使用されてもよく、少なくとも１つのプリント
ヘッドは、単一のプリントヘッドであってもよく、または複数のプリントヘッドであって
もよい。したがって、一実施形態の表面処理方法では、少なくとも１つのインク組成物の
噴射は、プライマー組成物の第１の成分および第２の成分を噴射するために使用される少
なくとも１つのプリントヘッドからのものである。したがって、少なくとも１つのインク
組成物の噴射によって、プライマー層上にインク層を形成することができる。言い換えれ
ば、少なくとも１つのインク組成物の噴射は、少なくとも１つのインク組成物をプライマ
ー層と接触させることを含む。
【００２５】
　少なくとも１つのインク組成物は、少なくとも１つの接着促進剤を含むことができる。
少なくとも１つの接着促進剤は、熱硬化性接着促進剤または紫外線（ＵＶ）硬化性接着促
進剤を含むことができる。一方、プライマー組成物は、熱硬化性プライマー組成物または
ＵＶ硬化性プライマー組成物であってもよい。加熱または紫外線照射による硬化の際に、
プライマー組成物は、基材表面に化学吸着された硬化プライマー層を形成することができ
る。
【００２６】
　プライマー組成物の第１の成分および／または第２の成分は、その粘度を制御するため
に薄め液を使用することによってインクジェットプリントヘッドからインクジェット印刷
可能にすることができる。したがって、一実施形態において、プライマー組成物の第１の
成分、プライマー組成物の第２の成分、またはその両方は、さらに変性アルコールを含む
。
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【００２７】
　インク組成物のプライマー組成物および／または接着促進剤は、基材材料に適合するよ
うに個別に選択することができる。例えば、基材は、金属、ゴム、プラスチック、紙、ガ
ラス、布、またはそれらの組み合わせを含むことができる。例えば、基材は、３次元（３
Ｄ）印刷物を含むことができる。
【００２８】
　少なくとも１つのプリントヘッドは、その上にパターンを形成するために基材の表面上
に画像様に（例えば、インクジェット噴射によって）材料を堆積させるように構成するこ
とができる。典型的なプリントヘッドは、インクジェット吐出部内のアクチュエータを作
動させる噴射信号に応答して、１つ以上のインク色のインク滴を受像表面上に吐出する複
数のインクジェット吐出部を含む。インクジェットは、１つまたは複数の行および列のア
レイに配置される。いくつかの実施形態において、インクジェットは、プリントヘッドの
面を横切る互い違いの対角線の列に配置される。様々なプリンタの実施形態は、受像表面
上にプライマー組成物および／またはインクのパターン、例えばインク画像を形成する１
つ以上のプリントヘッドを備えている。いくつかのプリンタの実施形態は、印刷ゾーンに
配置された複数のプリントヘッドを備えている。受像表面、例えば、何であれ適切な形態
の基材は、材料シートまたは３次元（３Ｄ）物体を含め、印刷ゾーンを通る処理方向にプ
リントヘッドを通って移動し、および／またはプリントヘッドは、静止した基材の周囲に
移動するような構成であってもよい。プリントヘッド内のインクジェットは、列になった
噴射された液滴の形態で、例えば、受像表面を横切る処理方向に垂直な横断方向に、イン
クジェット印刷可能な材料、例えば、実施形態のプライマー組成物またはインク組成物を
吐出する。
【００２９】
　現在の設計のプリントヘッドは、各色（例えばＣＭＹＫカラーモデルではシアン、マゼ
ンタ、イエロー、ブラック）のための４つのインク入口と、対応するノズルを有するよう
に構成されていてもよい。そのようなプリントヘッドは、上述のように、１つ以上の噴射
ノズルを介して、プライマー組成物およびインクジェットインク組成物の第１の成分およ
び第２の成分とを噴射するために使用されてもよい。噴射ノズルは、基材に近接して配置
されてもよい。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、基材に近接して配置される少なくとも１つの第１のプリ
ントヘッドおよび少なくとも１つの第２のプリントヘッドからの噴射ノズルは、パターン
（例えば、画像）を形成するために基材表面上に画像様に材料を堆積させる（例えば、イ
ンクジェット噴射によって）ように構成されていてもよい。
【００３１】
　少なくとも１つのプリントヘッドは、プリントヘッドモジュールを備えていてもよい。
プリントヘッドモジュールは、プリンタのフレームに動作可能に接続され、プライマー組
成物の第１の成分、プライマー組成物の第２の成分、およびインク噴射可能なインクを基
材表面上に画像様パターンで吐出するように整列していてもよい。少なくとも１つのプリ
ントヘッドのための関連するプリントヘッドモジュールは、少なくとも１つのプリントヘ
ッドにプライマー組成物および／またはインク組成物を供給するための対応する電子機器
、リザーバ、および導路を含むことができる。例えば、導路は、インク供給源を少なくと
も１つのプリントヘッドに動作可能に接続して、１つ以上のプリントヘッドに、少なくと
も１つのプライマーと、インクを供給することができる。少なくとも１つのプリントヘッ
ドは、それぞれ、インクジェットプリントヘッドのようなインクを堆積させるために使用
されるのと同じ種類のプリントヘッドであってもよい。
【００３２】
　少なくとも１つのインクジェットプリントヘッドは、本明細書に記載のプライマー組成
物および／またはインク組成物を噴射することができる。一実施形態において、プライマ
ー組成物は、１回通過で１５０ｄｐｉの解像度で、または例えば７５ｄｐｉのように低い
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解像度で複数のパスでインクジェットプリントヘッドを使用して基材上に堆積させること
ができる。一実施形態において、少なくとも１つのインクジェットプリントヘッドは、基
材表面全体を濡らすのではなく、基材の選択された表面部分上に少なくとも１つのプライ
マー組成物を移送する。
【００３３】
　基材表面上のプライマーおよび／または接着促進剤の添加は、基材とその上に形成され
るインク組成物との間の界面に有機層として現れてもよい。プライマーおよび／または接
着促進剤を含む層は、二官能性であり、基材およびその上に形成される層、例えばインク
、接着剤および／またはシーラントの両方に良好に結合することができる。実施形態のプ
ライマーおよび接着促進剤の両方を基材の表面上に吸着させることができる。いくつかの
実施形態において、そのような吸着は、吸着が不可逆的である強度のものである。したが
って、実施形態のプライマーおよび接着促進剤の両方が、基材の表面に化学吸着される。
【００３４】
　プライマーの使用は、後で基材に堆積するインク組成物のより良い濡れと接着のための
良好なベースとして基材を調製するのに役立つ。実施形態のプライマー組成物は、一成分
プライマーまたは二成分プライマーであってもよい。例えば、プライマー組成物は、第１
の成分（すなわち成分Ａ）および第２の成分（すなわち成分Ｂ）を含んでいてもよい。一
例では、第１の成分は、架橋剤などの反応性成分を含む。一例では、第２の成分は、架橋
活性化剤などの反応活性化成分を含む。第１の成分と第２の成分を混合してプライマー組
成物を形成し、場合により、さらに、高い温度または紫外線にさらされると、重合化学反
応が起こる。プライマー組成物を基材の表面に塗布し、変性アルコールなどの溶剤を蒸発
させた後、重合反応を続けて、非常に硬く、溶媒と耐薬品性に優れた緻密な架橋フィルム
を製造する。一実施形態において、プライマー組成物は、ポリオールとポリイソシアネー
トの二成分プライマー、またはアクリル、ウレタン、アクリルウレタンおよびビニルから
なる群から選択される一成分プライマーであってもよい。ある実施において、プライマー
組成物は、二成分イソシアネート架橋系（ポリウレタン）であってもよいし、二成分エポ
キシ系（エポキシ樹脂）に由来していてもよい。
【００３５】
　実施形態の好適な二成分プライマーの例としては、限定されるものではないが、Ｋｏｐ
－Ｃｏａｔ，Ｉｎｃ．（ｄ／ｂ／ａ　ニュージャージー州ロッカウェイのＫｏｐ－Ｃｏａ
ｔ　Ｍａｒｉｎｅ　Ｇｒｏｕｐ）から入手可能なＰＥＴＩＴ　ＰＡＩＮＴ　６４５５／０
４４金属プライマー、Ｓｕｎ　３Ｄ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（フロリダ州ポンパノビー
チ）から入手可能なＮＡＮＯ　ＵＶ　ＰＲＩＭＥＲＳ（登録商標）、二成分アクリルプラ
イマー、例えば、Ｗｅｉｓｓ　Ｃｈｅｍｉｅ＋Ｔｅｃｈｎｉｋ　ＧｍｂＨ＆Ｃｏ．（ドイ
ツ、ハイガー）によって製造されるＣＯＳＭＯ　ＳＰ－８３０．１１０、二成分透明ＵＶ
硬化性プライマー、ＭＡＲＡ（登録商標）Ｓｈｉｅｌｄ　ＵＶ－ＰＧＬが挙げられる。実
施形態のプライマー組成物は、液体キャリア中の親水性ポリウレタンコーティング組成物
であってもよい。
【００３６】
　ある実施形態において、プライマー組成物が堆積している基材表面を、例えばコロナで
処理して表面に官能基を作り、プライマーを表面に結合させるのを助けることができる。
【００３７】
　プライマー組成物は、熱硬化されてもよく、またはＵＶ硬化されてもよい。例えば、プ
ライマー組成物の噴射中に、様々な成分を、例えば薄め液（溶媒）と共に一緒に混合して
、基材の表面上にプライマー組成物の薄層を作製する。熱硬化したプライマー組成物の場
合、薄い層は、溶媒を蒸発させるために、（例えば、加熱チャンバを通すか、またはホッ
トエアガンで乾燥させ）高温にさらされ、それにより、基材表面に化学吸着された薄いプ
ライマー層を残してもよい。ＵＶ硬化性プライマー組成物の場合、溶媒を蒸発させ、プラ
イマー組成物の薄層をＵＶ照射（例えば、硬化ランプ）にさらして、プライマーを硬化お
よび架橋させることができる。
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【００３８】
　架橋剤の例には、末端がトリアルコキシシランまたはトリヒドロキシシランのポリジア
ルキルシロキサン架橋剤、例えばテトラエトキシシラン（ＴＥＯＳ）、末端トリアルコキ
シシランのポリジアルキルシロキサンおよび／または１種類以上のトリアルコキシシリル
末端ポリマーが挙げられる。
【００３９】
　架橋活性化剤は、架橋促進剤または触媒であってもよい。架橋活性化剤の例としては、
エポキシ官能性シランで変性されていてもよいポリイソシアネート活性化剤が挙げられる
。
【００４０】
　実施形態のインク組成物は、任意の適切なインク組成物であってもよい。本明細書での
使用に適したインク組成物の例には、インクジェットプリンタから噴射することができる
特徴を有するものが含まれる。一実施形態において、少なくとも１つの実施形態の少なく
とも１つのインク組成物は、紫外線（ＵＶ）硬化性インク、例えば紫外線硬化性水性イン
クを含んでいてもよい。本明細書で使用される場合、用語「水性インク」は、着色剤が水
および／または１種以上の液体溶媒を含む液体溶媒による溶液、懸濁物または分散物の状
態である、液体インクを含む。用語「液体溶媒」またはより単純に「溶媒」は、着色剤を
溶液に溶解することができる化合物、または着色剤を溶解することなく懸濁物または分散
物中に着色剤の粒子を保持する液体であり得る化合物を含むように広く使用される。
【００４１】
　一実施形態において、ＵＶ硬化性インク組成物は、黒色着色剤、マゼンタ着色剤、シア
ン着色剤、イエロー着色剤、白色着色剤またはそれらの組み合わせを含むことができる。
一実施形態において、ＵＶ硬化性インクは、透明ＵＶ硬化性インクを含むことができる。
【００４２】
　上述のように、接着促進剤は、インク組成物の一部として組み込まれてもよい。インク
組成物に組み込むことができる接着促進剤は、インク組成物のバインダーと、インク組成
物が形成される基材との間に化学結合を生成することにより、様々な基材に対する種々の
塗料系の接着性を改善することができる。接着促進剤は、例えば、基材表面に共有結合す
るような反応性基を含むアンカー部分を含み、それにより接着促進剤が本明細書の方法に
従って混合されるインク組成物の接着性を増加させることができる。アンカー部分の反対
側は、インクの他の成分と結合するための他の反応性官能基であってもよい。アンカー部
分および反応性官能基は、ポリマー骨格によって分離されていてもよい。
【００４３】
　例示的な接着促進剤には、有機シランカップリング剤が含まれ、ガラス、シリカ、アル
ミナまたは活性金属などの基材に対するインクジェットインクの接着性を改善することが
できる。したがって、接着促進剤はカップリング剤を含んでいてもよい。一例では、接着
促進剤は、シラン系接着促進剤を含む。一例では、シラン系接着促進剤は、アルコキシシ
ランまたはハロシランを含む。アルコキシシランは、Ｒがアミノ（ＮＨ２）、メルカプト
（ＳＨ）またはイソシアノ（ＮＣＯ）などの活性化学基であるＲＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２Ｓｉ
（ＯＣＨ３）３で表すことができる。ハロシランは、クロロシランを含んでいてもよい。
適切な接着促進剤には、ＢＹＫ－４５００、ＢＹＫ－４５０９、ＢＹＫ－４５１０、ＢＹ
Ｋ－４５１１、ＢＹＫ－４５１２およびＢＹＫ－４５１３などのドイツ、ヴェセルのＢＹ
Ｋ－Ｃｈｅｍｉｅ　ＧｍｂＨから入手可能なものが含まれる。
【００４４】
　ある実施形態において、インク組成物が堆積する基材表面は、例えばコロナで処理され
て表面上に官能基を生成し、接着促進剤を表面に結合させるのを助ける。いくつかの実施
形態において、接着促進剤は基材の表面に吸着される。いくつかの実施形態において、接
着促進剤は表面に化学吸着される。
【００４５】
　一例では、インク組成物のバインダーは、少なくとも１つの多官能性モノマーを含むこ
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とができる。一実施形態において、少なくとも１つの多官能性モノマーは、少なくとも約
２～約５個のビニル部分を有するマルチビニルモノマーを含む。適切な多官能性モノマー
の例には、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ペンタエリスリトールテトラメタ
クリレート、１，２－エチレングリコールジアクリレート、１，２－エチレングリコール
ジメタクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオー
ルジメタクリレート、１，１２－ドデカノールジアクリレート、１，１２－ドデカノール
ジメタクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレートトリアクリレート
、プロポキシル化ネオペンチルグリコールジアクリレート、ヘキサンジオールジアクリレ
ート、トリプロピレングリコールジアクリレート、ジプロピレングリコールジアクリレー
ト、エトキシル化ビスフェノールＡジアクリレート、エトキシル化ビスフェノールＡジメ
タクリレート、アルコキシル化ヘキサンジオールジアクリレート、アルコキシル化シクロ
ヘキサンジメタノールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリエ
チレングリコールジメタクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチル）イソシアヌレート
トリアクリレート、３官能アクリレートエステル、アミン修飾されたポリエーテルアクリ
レート、トリメチロールプロパントリアクリレート、グリセロールプロポキシレートトリ
アクリレート、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート、ジペンタエリスリトールヘ
キサアクリレート、エトキシル化ペンタエリスリトールテトラアクリレート、およびこれ
らの混合物および組み合わせが挙げられる。インク組成物のためのバインダーまたはイン
ク媒剤はまた、アクリレート、メタクリレート、アルケン、ビニルエーテル、アリルエー
テル、およびそれらの混合物および組み合わせなどのモノマー化合物を含むことができる
。モノマーの具体例としては、アクリル酸イソブチル、メタクリル酸イソボルニル、アク
リル酸ラウリル、メタクリル酸ラウリル、アクリル酸イソデシル、メタクリル酸イソデシ
ル、カプロラクトンアクリレート、２－フェノキシエチルアクリレート、アクリル酸イソ
オクチル、メタクリル酸イソオクチル、アクリル酸ブチル、スチレン、イソプレン、アル
コキシル化ラウリルアクリレート、エトキシル化ノニルフェノールアクリレート、エトキ
シル化ノニルフェノールメタクリレート、エトキシル化ヒドロキシエチルメタクリレート
、メトキシポリエチレングリコールモノアクリレート、メトキシポリエチレングリコール
モノメタクリレート、テトラヒドロフルフリルメタクリレート、テトラヒドロフルフリル
メタクリレート、およびそれらの混合物および組み合わせが挙げられる。さらに、バイン
ダーは、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート、ラウリルジアクリレート、１，
４－ブタンジオールジアクリレート、１，３－ブチレングリコールジアクリレート、トリ
メチロールプロパントリアクリレート、エトキシル化ラウリルアクリレート、ポリエチレ
ングリコールジアクリレート、グリセリルトリアクリレート、トリアクリレート、および
それらの混合物および組み合わせを含んでいてもよい。
【００４６】
　一実施形態において、紫外線硬化性水性インクは、紫外線重合性化合物を含んでいても
よい。紫外線重合性化合物としては、紫外線によりラジカル重合する重合性基を有する化
合物を例示することができ、単量体、オリゴマーまたはそれらの混合物であってもよい。
重合性基としては、エチレン性不飽和二重結合を有する基を例示することができ、具体例
としては、アクリロイル基、メタクリロイル基、ビニル基、ビニルエーテル基、無水マレ
イン酸基、Ｎ－置換マレイミド基が挙げられるだろう。紫外線重合性化合物は、単独で用
いてもよく、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００４７】
　紫外線重合性化合物は、水溶性の紫外線重合性化合物であってもよいし、水不溶性の紫
外線重合性化合物であってもよい。紫外線重合性化合物の一例において、「水溶性」とは
、対象物質が２５℃で１００質量部の水に対して５質量部以上（好ましくは１０質量部以
上）の量を溶解することを意味する。紫外線重合性化合物の一例において、「水不溶性」
とは、対象物質が２５℃で１００質量部の水に対して５質量部未満の量しか溶解しないこ
とを意味する。
【００４８】
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　紫外線重合性化合物は、水溶性の紫外線重合性化合物を含んでいてもよい。水溶性紫外
線重合性化合物は、従来から知られている紫外線重合性化合物を含んでいてもよい。一実
施形態において、水溶性紫外線重合性化合物としては、アクリロイルモルホリン（ＡＣＭ
Ｏ）、ヒドロキシエチルアクリルアミド（ＨＥＡＡ）、ジアセトンアクリルアミド、Ｎ－
ビニル－２－ピロリドン、Ｎ－ビニルホルムアミド、ビニルナフタレンスルホン酸、ヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコールメタクリレート、
メトキシポリエチレングリコールアクリレート、無水コハク酸と２－ヒドロキシエチル（
メタ）アクリレートとのエステル、無水オルトフタル酸と２－ヒドロキシエチル（メタ）
アクリレートのエステルのようなラジカル重合性モノマー、およびこれらの組み合わせが
挙げられるだろう。一実施形態において、水溶性紫外線重合性化合物としては、多価アル
コールの（メタ）アクリル酸エステル、多価アルコールに由来するグリシジルエーテルの
（メタ）アクリル酸エステルなどの水溶性紫外線重合性モノマーが挙げられてもよい。
【００４９】
　水不溶性紫外線重合性化合物としては、従来から知られている水不溶性の紫外線重合性
物質を例示することができ、水不溶性の紫外線重合性物質の具体例としては、アルコール
、多価アルコールまたはアミノアルコールのアクリル酸エステル；アルコールまたは多価
アルコールのメタクリル酸エステル；アクリル酸脂肪族アミド；アクリル系脂環式アミド
；アクリル芳香族アミドなどのラジカル重合性モノマーが挙げられるだろう。
【００５０】
　紫外線重合性化合物は、水溶性の紫外線重合性化合物を含んでいてもよい。水不溶性の
紫外線重合性化合物は、水不溶性の紫外線重合性モノマーを必要な重合度で重合させるこ
とによって得られるオリゴマーを含んでいてもよい。例えば、水不溶性の紫外線重合性化
合物は、エポキシ骨格、ウレタン骨格、ポリエステル骨格、ポリエーテル骨格にアクリロ
イル基またはメタクリロイル基を有するアクリレート（例えば、エポキシアクリレート、
ウレタンアクリレート、ポリエステルアクリレート、ポリエーテルアクリレート、ウレタ
ンメタクリレート、ポリエステルメタクリレート）を有するオリゴマーを含んでいてもよ
い。一実施形態において、水不溶性の紫外線重合性化合物を、従来から知られている方法
により水性インクに乳化分散させる。水不溶性紫外線重合性材料は、自己乳化していても
よく、または分散剤によって乳化していてもよい。
【００５１】
　紫外線硬化型水性インクは、さらに、紫外線重合開始剤を１種以上含んでいてもよい。
例えば、１種以上の紫外線重合開始剤は、水溶性紫外線重合開始剤または水不溶性紫外線
重合開始剤を含んでいてもよい。一実施形態において、紫外線重合開始剤は、水不溶性チ
オキサントン化合物を含んでいてもよい。チオキサントン化合物の具体例としては、イソ
プロピルチオキサントン、ジエチルチオキサントン、クロロチオキサントン、ジメチルチ
オキサントン、メチルエチルキサントン、メチルイソプロピルキサントンなどが挙げられ
るだろう。紫外線重合開始剤は、チオキサントン化合物に加えて、またはチオキサントン
化合物以外に、他の紫外線重合開始剤と併用されてもよい。例えば、紫外線重合開始剤は
、ヒドロキシアセトフェノン類（１－フェニル－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロ
パノン、１－ヒドロキシ－シクロヘキシル－フェニル－ケトン、１－［４－（２－ヒドロ
キシエトキシ）－フェニル］－２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパノン）、アミノ
アセトフェノン類（例えば、２－メチル－１－（４－メチルチオフェニル）－２－モルホ
リノプロパン－１－オン、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリノフ
ェニル）－ブタン－１－オン）、チオキサントンアンモニウム塩類、ベンゾフェノンアン
モニウム塩類などの従来から知られている紫外線重合開始剤を含め、１種類以上の水溶性
紫外線重合開始剤を含んでいてもよい。その他の水不溶性紫外線重合開始剤としては、ベ
ンゾイン化合物（例えば、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインイソプロピルエーテル
）、ベンゾフェノン、アシルホスフィンオキシド化合物（ビス（２，４，６－トリメチル
ベンゾイル）－フェニルホスフィンオキシド、ビス（２，６－ジメトキシベンゾイル）－
２，４，４－トリメチルペンチルホスフィンオキシド、２，４，６－トリメチルベンゾイ
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ルフェニルエトキシホスフィンオキシド、２，４，６－トリメチルベンゾイルジフェニル
ホスフィンオキシド）、アントラキノン化合物（例えば、エチルアントラキノン）のよう
な従来から知られている紫外線重合開始剤が挙げられるだろう。その他の水不溶性紫外線
重合開始剤は、従来から知られている分散剤などを用いて水性インクに乳化分散させても
よいし、水溶性有機溶媒に溶解または分散させ、インク中に分散させてもよい。
【００５２】
　紫外線硬化型水性インクは、水素供与剤（すなわち、紫外線重合補助開始剤）をさらに
含んでいてもよい。水素供与剤としては、水不溶性の第三級アミン化合物を使用してもよ
い。例えば、水不溶性第三級アミン化合物としては、２－ジメチルアミノエチルベンゾエ
ート、４－ジメチルアミノエチルベンゾエート、４－ジメチルアミノイソアミルベンゾエ
ート、４－ジメチルアミノメチルベンゾエート、４－ジメチルアミノ　３－メチルブチル
ベンゾエート、４－ジメチルアミノ　２－エチルヘキシルベンゾエート、ｐ－ピペリジニ
ルメチルベンゾエート、ｐ－ピペリジニルエチルベンゾエート、ｐ－ピペラジニルメチル
ベンゾエート、ｐ－ピペラジニルエチルベンゾエート、ｐ－モルホリノメチルベンゾエー
ト、ｐ－モルホリノエチルベンゾエート、４－ジエチルアミノメチルベンゾエート、４－
ジエチルアミノ　３－メチルブチルベンゾエート、２－ジエチルアミノエチルベンゾエー
ト、４－ジエチルアミノエチルベンゾエート、４－ジエチルアミノイソアミルベンゾエー
ト、トリプロピルアミン、トリブチルアミン、ジメチルフェニルピペラジン、１－（２－
エトキシフェニルピペラジン）および１－（２，６－ジメトキシフェニル）ピペラジンお
よびこれらの組み合わせが挙げられるだろう。水素供与剤（紫外線重合開始補助剤）は、
水不溶性第三級アミン化合物の他に、他の水素供与剤と併用されてもよい。その他の水素
供与剤の例としては、脂肪族アミン、芳香族基を有するアミン（ピペリジン）、トリエタ
ノールアミンなどのアミン含有化合物類、アリルウレア、ｏ－トリルチオウレアなどの尿
素含有化合物類、ジエチルジチオリン酸ナトリウムのような硫黄含有化合物類および芳香
族スルフィン酸の可溶性塩、Ｎ，Ｎ－二置換ｐ－アミノベンゾニトリルなどのニトリル含
有化合物、トリ－ｎ－ブチルホスフィン、ジエチルジチオリン酸ナトリウムなどのリン含
有化合物類、Ｍｉｃｈｌｅｒケトン、Ｎ－ニトロソヒドロキシルアミン誘導体類、オキサ
ゾリジン化合物類、テトラヒドロ－１，３－オキサジン化合物類、アルデヒド（ホルムア
ルデヒドまたはアセトアルデヒド）とジアミンとの縮合物などの含窒素化合物類、エポキ
シ樹脂とアミンとの反応生成物で構成される重合アミン、およびトリエタノールアミント
リアクリレートのような従来から知られている水素供与剤が挙げられるだろう。
【００５３】
　紫外線硬化型水性インクは、水をさらに含んでいてもよい。水は、イオン交換水、超純
水、蒸留水、限外濾過水などを含んでいてもよく、特に不純物の混入や微生物の生成を抑
制する観点から適切に例示されてもよい。
【００５４】
　紫外線硬化型水性インクは、水溶性有機溶媒をさらに含んでいてもよい。その他の水溶
性有機溶媒の例としては、多価アルコール類、多価アルコール誘導体類、含窒素溶媒、ア
ルコール類、硫黄含有溶媒等が挙げられるだろう。水溶性有機溶媒のさらなる例としては
、プロピレンカーボネート、エチレンカーボネートが挙げられるだろう。多価アルコール
類の例としては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール、
ブチレングリコール、トリエチレングリコール、１，５－ペンタンジオール、１，２－ヘ
キサンジオール、１，２，６－ヘキサントリオール、グリセリン、トリメチロールプロパ
ン、キシリトールなどの糖アルコール類、およびキシロース、グルコース、ガラクトース
などの糖類が挙げられるだろう。多価アルコール誘導体類の例としては、エチレングリコ
ールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレングリコール
モノブチルエーテル、ジエチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコール
モノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル、プロピレングリコール
モノブチルエーテル、ジプロピレングリコールモノブチルエーテル、ジグリセリンのエチ
レンオキシド付加物が挙げられるだろう。水溶性有機溶媒は、単独で用いてもよく、２種
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以上を組み合わせて用いてもよい。水溶性有機溶媒の含有量は、水に対して１質量％～６
０質量％が好ましく、１質量％～４０質量％がより好ましい。
【００５５】
　上述のように、少なくとも１つの実施形態の少なくとも１つのインクは、白色、透明、
または色を含むことができる。一例では、インク組成物は、着色剤、例えば顔料を含んで
もよい。一実施形態において、ＵＶ硬化性材料は、黒色顔料、シアン、マゼンタおよび／
またはイエローを含む原色顔料の少なくとも１つ、赤色、緑色、青色、茶色および白色の
ような特定の色の顔料、金および銀のような金属光沢顔料、無色顔料、またはこれらの組
み合わせを含んでいてもよい。顔料粒子は、コアであるシリカ、アルミナまたはポリマー
ビーズの表面に染料または顔料を固定することによって得られてもよく、および／または
染料、着色エマルションおよび着色ラテックスの不溶性レーキ製品を含んでもよい。
【００５６】
　黒色顔料の具体例としては、Ｒａｖｅｎ　７０００、Ｒａｖｅｎ　５７５０、Ｒａｖｅ
ｎ　５２５０、Ｒａｖｅｎ　５０００　ＵＬＴＲＡＩＩ、Ｒａｖｅｎ　３５００、Ｒａｖ
ｅｎ　２０００、Ｒａｖｅｎ　１５００、Ｒａｖｅｎ　１２５０、Ｒａｖｅｎ　１２００
、Ｒａｖｅｎ　１１９０　ＵＬＴＲＡＩＩ、Ｒａｖｅｎ　１１７０、Ｒａｖｅｎ　１２５
５、Ｒａｖｅｎ　１０８０およびＲａｖｅｎ　１０６０（いずれもＣｏｌｕｍｂｉａｎ　
Ｃａｒｂｏｎ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ製）、Ｒｅｇａｌ　４００Ｒ、Ｒｅｇａｌ　３３０Ｒ、Ｒ
ｅｇａｌ　６６０Ｒ、Ｍｏｇｕｌ　Ｌ、Ｂｌａｃｋ　Ｐｅａｒｌｓ　Ｌ、Ｍｏｎａｒｃｈ
　７００、Ｍｏｎａｒｃｈ　８００、Ｍｏｎａｒｃｈ　８８０、Ｍｏｎａｒｃｈ　９００
、Ｍｏｎａｒｃｈ　１０００、Ｍｏｎａｒｃｈ　１１００、Ｍｏｎａｒｃｈ　１３００、
Ｍｏｎａｒｃｈ　１４００（いずれもＣａｂｏｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）、Ｃｏｌ
ｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ
　ＦＷ２Ｖ、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　１８、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ２００、Ｃ
ｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　５１５０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　Ｓ１６０、Ｃｏｌｏｒ　Ｂ
ｌａｃｋ　５１７０、Ｐｒｉｎｔｅｘ３５、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　Ｖ、
Ｐｒｉｎｔｅｘ　１４０Ｕ、Ｐｒｉｎｔｅｘ　１４０Ｖ、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　
６、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　５、Ｓｐｅｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４ＡおよびＳｐｅ
ｃｉａｌ　Ｂｌａｃｋ　４（いずれもＤＥＧＵＳＳＡ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製）、Ｎ
ｏ．２５、Ｎｏ．３３、Ｎｏ．４０、Ｎｏ．４７、Ｎｏ　５２、Ｎｏ．９００、Ｎｏ．２
３００、ＭＣＦ－８８、ＭＡ６００、ＭＡ７、ＭＡ８、ＭＡ１００（いずれも三菱化学株
式会社製）を挙げることができるが、本明細書に記載の実施形態は、これに限定されるも
のではない。シアン着色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　－
１、－２、－３、－１５、－１５：１、－１５：２、－１５：３、－１５：４、－１６、
－２２および－６０を挙げることができるが、本明細書に記載の実施形態は、これに限定
されるものではない。マゼンタ色顔料の具体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｒｅ
ｄ－５、７、－１２、－４８、－４８：１、－５７、－１１２、－１２２、－１２３、－
１４６、－１６８、－１７７、－１８４、－２０２、およびＣ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｖ
ｉｏｌｅｔ－１９が挙げられるが、これらに限定されるものではない。イエロー顔料の具
体例としては、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　－１、－２、－３、－１２、－
１３、－１４、－１６、－１７、－７３、－７４、－７５、－８３、－９３、－９５、－
９７、－９８、－１１４、－１２８、－１２９、－１３８、－１５１、－１５４、および
－１８０が挙げられるが、これらに限定されるものではない。一実施形態において、顔料
が着色剤として使用される場合、顔料と共に顔料分散剤が好ましくは使用される。使用可
能な顔料分散剤の例としては、高分子分散剤、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活
性剤、両性界面活性剤、ノニオン性界面活性剤などが挙げられるだろう。
【００５７】
　これらの実施形態を、１つ以上の実施について説明してきたが、添付の特許請求の範囲
の精神および範囲から逸脱することなく、示されている実施例に対し、変更および／また
は改変を行ってもよい。それに加え、実施形態の具体的な特徴が、いくつかの実施の１つ
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のみに関して開示されていてもよいが、このような特徴を、所望であり得る他の実施の１
つ以上の他の特徴および任意の所与の機能または具体的な機能の利点と組み合わせてもよ
い。
【００５８】
　さらに、「～を含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「～を
有する（ｈａｖｉｎｇ）」、「有する（ｈａｓ）」、「伴う（ｗｉｔｈ）」という用語ま
たはこれらの変形語をいずれかの詳細な記載および特許請求の範囲に使用する程度まで、
このような用語は、「～を含む（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という語句と同様の様式で包
括的であることを意図している。本明細書で使用されるように、「１つ以上」との句、例
えば、Ａ、ＢおよびＣとは、Ａ、ＢまたはＣのいずれか単独、またはＡとＢ、ＢとＣおよ
びＡとＣのような２つの組み合わせ、またはＡ、Ｂ、Ｃ、３つの組み合わせのいずれかを
意味する。
【００５９】
　他の実施形態は、本明細書に開示される記載の仕様および実施の考察から当業者には明
らかになるであろう。本明細書および実施例は、単なる例示としてみなされ、実施形態の
真の範囲および精神は、添付の特許請求の範囲によって示されることが意図される。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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